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1 はじめに
高校生が抱えやすい不安やストレス要因について明ら

かにし、生徒が自らストレスに対する耐性を身につけて

いくために有効な支援を考えることを目的として、高校

生と生活を共にする教師の視点を活かした調査研究を、

2011 年から2013 年にかけて行った。

具体的には、 Selye 、Lazarus & Folkman の理論を踏ま

えつつ、高校生681 名（男子343 名、女子338 名）を対象に、

実際にストレスを経験した時に本人が行う現実のストレ

ス対処の行動パターンや、本当はこうありたいと願う理

想の行動パターンについて、質問紙調査を実施した。結

果を自己効力感やコーピング様式の観点から検討し、ス

トレスが行動面に及ぼす影響も含めて、性差、学校別（学

力別）、学年別、それぞれの観点でまとめて報告してきた

（若海・尾崎、 2011,2012,2013 ）。

一連の研究から得られた知見として、①勉強をストレ

スと感じる程度に男女差がみられたこと（若海・尾崎、

2011 ）、②ストレスの様相とコーピング様式、特に大人に

相談をして問題解決をしようとするコーピングに関して、

学力による違いがみられたこと、③自ら積極的に問題解

決をする場合と友人へ相談をして問題解決をする場合に

は、自己効力感とコーヒ。ング様式において学校差を超え

た高校生全体としての特徴があったこと（若海・尾崎、

2012 ）、が挙げられる。

さらに、若海・尾崎（2013 ）では、学年差の観点から検

討し、以下3点の特徴が見いだされた。 1番目として、

勉強をストレスと感じるかどうかと、他者への相談によ

る問題解決の様相が、それぞれの学年で異なっていた。

1年生は、現実的には勉強ストレスを感じていなかった

ようであるが、理想の行動では勉強ストレスがあれば、

自分自身で積極的に取り組みつつ、大人や友人への相談

もストレス対応の有効な資源として活用しようとしてい

る。 2年生では現実に「勉強ストレス」があると感じ、
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友人に相談して問題の解決に向かっている。また、 3年

生では「勉強ストレス」がないと無気力になってしまっ

ている。これらの結果より、「勉強ストレスjは高校生に

とって必要なストレスであり、やる気にさせる「快スト

レス」であることが分かつた。

2番目の特徴として、友人へ相談をして問題解決をす

る時には、自己効力感とコーヒ。ング様式に、学年を超え

た高校生全体としての特徴があった。

3番目の特徴として、自ら積極的に問題解決をする時

のコーピング様式には、学年による大きな特徴が現れた。

「思考の転換や努力」は、現実の行動、理想の行動共に

全学年で正の相闘があり、「経験Jは、現実の行動の全学

年と理想、の行動の1, 3年生で、正の相闘があった。言い

換えると、理想の行動の2年生にのみ「経験」との相闘が

なかった。

また、理想的行動として自ら積極的に問題解決を考え

る場合には、 2年生のみ、自己効力感の「心配性Jと強

い正の相闘があった。

高校生活3年間において、 2年生は高校生活の中間の

学年であり、 1年間の高校生活を経て学校生活にも十分

に慣れ、卒業後の進路決定までにはまだ多少ゆとりがあ

る時期である。高校生になりたての1年生、受験や就職

試験を直前に控えた3年生に比べて、 2年生は勉強に対

するストレスも少なく、一般的には中だるみの時期と言

われることも多い。しかし、若海・尾崎（2013 ）の調査結

果では、 2年生は現実に「勉強ストレスjがあると感じ

ており、友人に相談して問題の解決に向かっている。こ

の点について、一般的な認識と実態が異なる結果となっ

ており、注意が必要である。

2年生は、勉強以外でも、部活動や生徒会活動、文化

祭など学校の中心となって活躍する場面が多い。高校生

活最大の行事である修学旅行においても、企画・立案等、

自分たちの力が試される機会がある。 2年生の時期にい
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ろいろなことを経験し、その中で失敗や成功を通じて学

び、自己効力感を高めて3学年に進むことができれば、

高校卒業後の進路選択もよりスムーズに行えるのではな

いかと考える。ところが、前述のように、若海・尾崎

(2013 ）の調査結果では、 2年生は、理想、の行動で「積極

的な問題解決Jを望んでいるものの、「心配性Jであり、

「経験」を有効な手段とは考えていない傾向にあった。

自己効力感の有効性について、野口（1999 ）は「パン

デューラが提唱している自己効力感は、自信や意欲の効

能であり、達成や対処への可能性である。力強い自己効

力感をもっ人は、自分の能力をうまく働かせて菌難に立

ち向かい、さらにいっそう努力していくことになるj と

述べている。また、杉浦（2007 ）は、「自己効力感が高い

場合、不安が低減し、行動が積極的になるなどの様々な

適応的変化が生じるとされるJと述べている。これらか

ら、自己効力感は、行動変容の大きな原動力となってい

ることが分かる。

そこで、、高校2年生の時期における自己効力感形成に

関して、友人に相談して問題の解決に向かうとするこの

時期の生徒の特徴を生かしながら、授業（英語II) での

「経験Jを通じてのアプローチが可能で、はないかと考え

た。 1年間取り組んだ授業実践を基に、その可能性と効

果について検討したい。

2 対象

埼玉県内の県立高校2年生119 名。普通科2クラス（男

子32名、女子48名）、理数科1クラス（男子29名、女子10

名）の計3クラス（男子61名、女子58名）。

3 方法

英語IIの年間授業を通して自己効力感の向上を図る活

動を取り入れ、学年末に、 1年間の授業に関するアンケ

ートを実施した。

4 英語IIの授業について

( 1 ）英語IIの目標

高等学校学習指導要領（平成11年3月29日）によると、

英語Hの丹標は、「幅広い話題について、聞いたことや読

んだことを理解し、情報や考えなどを英語で話したり書

いたりして伝える能力を更に伸ばすとともに、積極的に

コミュニケーションを図ろうとする態度を育てる」とさ

れている。そして、英語Hで扱う内容としては、「英語I

で行った、アからエにあげた言語活動を更に発展させて

行わせるものとする」と記載されている。

アからエの具体的な内容は以下の通りである。

ア 英語を聞いて、情報や話し手の意向などを理解し

たり、概要や要点をとらえたりする。

イ 英語を読んで、情報や喜き手の意向などを理解し

たり、概要や要点をとらえたりする。

ウ 聞いたり読んだりして得た情報や自分の考えなど

について、話し合ったり意見の交換をしたりする。

エ 聞いたり読んだりして得た情報や自分の考えな
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どについて、整理して書く。

(2）英語Hの授業構成

使用教科書は、 UNICORN ENGLISH COURSE II 

（文英堂）。

毎日の授業（予習、復習を含む）の流れは以下の通り

である。

①初見で辞書を使わずに新しいLesson を通しで読み、

本文の内容についてのTrue or False (T, F ）クイズ

を実施。［予習宿題】

②教科書準拠の予習ノートを使い、次の授業の予習を

してくる（単語・熟語調べ、本文の内容理解、既習

文法の確認、新しい文法事項の確認、等が網羅されて

し、る）。

本文をノートに写す、全訳をノートに書くなどは強

制していないが、特に女子には、ノートに全訳を書

いて授業中に間違えたところを赤ベンで直している

生徒が多く見受けられる。

③授業

(a）内容理解

単語・熟語の発音と意味の確認、本文のリスニン

グ。その後、パラグラフ単位での本文の内容確認、

新しい文法事項、難しい構文の入っている丈につい

ての説明。

(b）音読

音読は、内容理解後に行っている。教員の後につ

いて数回 Chorus Reading をした後、生徒全員を起

立させる。隣同士でべアになり、 one sentence ずつ

交代で読む。 2回目は読む)II 員番を反対にして読む。

2回読み終わったペアから座る。その後、ランダム

で3～4組を指名し、全員の前で読んでもらう。

(c）復習プリント［復習宿題】

Lesson の各Part 毎に教員がオリジナルで作成。

内容は、本文に関する英問英答、授業で出てきた単

語や熟語の派生語や反対語の確認、類語や間違いや

すい語法の説明、本文に出てきたものに関連した、

入試に出やすいポイントの整理（Fur 出er Information 

と呼んだ）、熟語や構文を使ってオリジナルの英作文

を書かせる、本文に出てきた内容（発音、アクセン

ト、語葉、構文、文法などが主）に関する入試問題

を発展開題として解かせる、新出の文法事項、分か

りにくい構文などの構造についての再確認などを取

り入れている。

英間英容については、隣同士のベアを活用c各Part

毎に3問周忌しており、じゃんけんで、勝った生徒は

1番と 3番を質問、 2番は答える方に回る。負けた

生徒は逆に1番と 3番を答え、 2番は質問をするこ

とにしている。この時、分からないところがあれば、

生徒たちはベアの相手と確認し合ったり、 2人とも

分からなければ他のベアに聞いて、一緒に考えるこ

とも可能にしている。練習後、ランダムで指名、各

問題毎に違うベアに発表させる。指されたベアは練
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習の時の質問、答えの役割に関わらず、自分たちで

どちらが質問をしてどちらが答えるかをその場で決

めて覧表している。

実際の授業では、③（b）までで1回の授業、③（c）が0. 5 

～1回のベースで行い、 Lesson の各Part は、 1. 5～2回
の授業で完結させているc

( 3）授業構成の意図

若海・尾崎（2013 ）から、 2年生の特徴として、現実の

日々の生活で「勉強ストレスjがあると感じ、友人に積

極的に自己主張や相談をして問題の解決に向かっている

ことが明らかになった。一方、 2年生は、「心配性」傾向

にあり、理想的な行動として自ら行う積極的な問題解決

を望んでいるが、「経験」を有効な手段とは考えていない

ことも分かつた。

授業構成の意図として、「勉強ストレス」に対して、友

人に積極的に自己主張や相談をして問題の解決に向かう

傾向にある2年生の特徴を踏まえた英語の授業を1年間

行い、高校生にとって大切だと思われる、「勉強ストレスj

を友人との積極的なコミュニケーションを通じて快スト

レスとして受け入れ、勉強の楽しさ、英語の楽しさを授

業や日々の英語学習を通じて体験してもらいたい、とい

う思いが根底にある。

同時に、理想的な行動をする上で、「心配性」傾向にあ

る2年生に、英語に関するアレノレギーや恐怖心を少しで

も軽減できるような授業環境を作りたいと考えた。友人

との積極的なコミュニケーションを通じて、分からない

ところを質問し、相談することができる時間が授業中に

確保されると、白分が予習で分からなかったことや、答

えを導いてみたものの自信がないところなどを、クラス

全員の前で発表する前にベアで確認できるので、安心感

や自分自身への自信につながるのではないか。それは今

後の行動をする上で f心配性J傾向にある 2年生の生徒

たちの自己効力感を高めることになるのではないか、と

考えた。そして、 1年間このような経験をすることで、

3年生になってからは、これらの「経験j を踏まえた積

極的な問題解決を自らできるようになってほしいと考え

た。

( 4）授業構成の観点から毘た授業中の生徒の様子

3クラスの生徒119 人中、彼らが1年生の時に第一筆者

が英語Iを担当した生徒はわずか14人である。それも今

年度は、普通科2クラス中の1クラスの中lこ14人全員が

集中した。昨年は英語Iを2クラス80人ほど、受け持つて

いたが、今年度はその中のわずか10% ほどの生徒しか連

続して受け持つていない。英語Eの授業は、基本的には

前年度行っていた英語Iの授業をベースにしているが、

オリジナルプリントについてはやや改良を加えた。プリ

ントには、英語Iで学習した復習項巨や2年生で英語E

と別に学習している文法の授業における既習事項を必要

に応じて入れ、意識的に 1年生の授業や文法の授業を復

習させる習慣を身につけさせようとしたこと、入試問題

を前年度より多めに取り入れて、やや難易度の高いもの

にして、受験へのモチベーションを早めに持たせるなど

の工夫をした。前年度第一筆者から英語Iを習った生徒

にとっては、今年度の英語Eの授業形式は昨年とそれほ

ど大きな相違はないが、前年度第一筆者の英語Iの授業

を受けていなし、105 人（90% ）の中には、 4月当初、やや

戸惑いを感じた生徒もいた。戸惑いの中身は、本文の音

読や英問英答におけるべアワーク、英間英答そのものを

今までにやったことがないことが主であった。しかし、

これらの生徒たちもすぐに授業の雰囲気に慣れ、 1ヶ月

もしないうちに、ペアワークや英問英答に対して、戸惑

うどころかむしろ楽しんで参加するようになっていた。

プリントの入試問題に関しては、昨年第一筆者の授業

を受けているいないにかかわらず、 4月当初から全生徒

たちの関心が高く、積極的に問題を解く姿が印象的であ

った。

対象校の生徒の特徴は、全体的に大変素直で、真面目で

あるが、ややおとなしめでのんびりしているところも見

られる。毎年、 95% 以上の生徒が4年生大学への進学を

希望しているが、 3年生の夏休み明けの文化祭終了後に

やっと本腰を入れて受験勉強をし始める生徒も多く、受

験本番までに準備が間に合わない生徒も少なからず見受

けられる。

こういった生徒たちを少しでも減らしたいと考え、 1

年生の時から授業プリントには意識的に受験問題を取り

入れていたが、同時に英語の勉強は受験のためだけに存

在するというような極端な考えを生徒たちには持って欲

しくなかった。そこで、授業では楽しい要素も取り入れ

るようにした。具体的には、ベアワークの時のじゃんけ

んや、指名の仕方の工夫、教科書の内容に関連する背景

知識や外国の文化や外国の人々の生活スタイル、日本と

の比較などである。

じゃんけんなどたわいもないことのようだが、生徒た

ちは本当に楽しそうにじゃんけんをして、“ Iwon ！！” 

などと言い英問英答の）｜原番を決めたりしている。本文の

ベア読みについても、 1文ずつ交互に読み、反対になっ

てもう一度読むように指示を出しているので、じゃんけ

んで勝って最初に読もうが負けて後に読もうが結局は2

人とも同じだけ読むのであるが、無邪気に、“ Iwon. I 

will read first. ”などと言いながら読んでいる。また、自

分が読めないところは相手に聞いたり、相手が読んでし、

るのを聞いて確認したりし合っている。

指名の仕方は、単語の意味の確認や簡単な質問は、座

席表の列で順番に答えさせているが、やや難しめの問題

については、ボランティアを募って答えてもらったり、

第一筆者が目をつぶって座席表を指で、指した生徒に答え

させている。この時、指で座席表を指してから実際に呼

名するまでちょっとだけ聞をおくのだが、この瞬間が生

徒たちにとっては緊張の一瞬らしい。指名されたら指名

されたで明るく元気に楽しそうに答えるのだが、「このち

ょっとしたドキドキ感がし＼v ¥ Jとアンケートに書いた生
徒もかなりいたc
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ペアワーク後のベア読みや、英問英答についてもこの

方怯で指名しているが、ここでさらにもう一工夫してい

る。ペア読みや英間英答など、ベアワークでの発表につ

いては、 1人の生徒が指名されたら、ベアは「運命共同

体」なので、勿論その相棒も一緒に起立してもらうこと

にしている。そして、指名後そのベアで相談して、ベア

読みの順番や、失問英答の質問する人・答える人につい

ては自分たちで役割分担を決めさせている。生徒たちは、

「運命共同体」とし、う言葉が気に入っているらしく、 1

人が指名されると、その生徒が相手に、「運命共同体、ど

っちから先に読む？Jと言ったり、「質問と答え、どっち

がいい？J「私、質問でいいつjなどと、相手を気遣いな

がらコミュニケーションを取り、ベアで発表する自然な

流れができている。

教科書の内容に関連する背景知識や外国の文化や外国

の人々の生活スタイノレ、日本との比較なと守については、

第一筆者自身の体験や経験、知識に基づく話、生徒たち

に是非読んで、欲しい本や見て欲しい映画の紹介、インタ

ーネットや英字新聞に出ている記事の紹介が主である。

この時に取り上げた内容については、生徒たちにグ、ルー

プでデ、イスカッションをさせ、発表させる、自分の考え

を書かせるなど、発展させた授業展開にすることも定期

的に行っている。

5 学年末に行ったアンケート結果

1年聞の授業を検証するために、学年末に授業アンケ

ートを実施した。アンケートは以下、 1～8までは「と

てもわかりやすかった／とても役に立った／とてもよ

かった（以下同様）J「わかりやすかった」「普通」「わか

りにくかった」「とてもわかりにくかったJの5つから 1

つを選択し、理由は自由記述方式とした。 9～10 につい
ては自由記述方式とした。最後に、何でも書ける special

comer を設けた。

1摂業中の説明のわかりやすさ（図1参照）

男子の 86% 、女子の93% が「とてもわかりやすかったj

「わかりやすかった」と回答している。主な理由は、「説

明が丁寧j「文法・ポイントの確認をしοかりやってくれ

たj「重要なところをしっかり、丁寧に、強調して教えて

くれたJ「板書が見やすしリ「プリントが文法の確認や授

業のまとめに役立った」で、あった。

一方、わかりにくがった理由として、「分かりやすかっ

たが訳はメモをとりたいのでもう少しゆっくり話して欲

しかった」があった。

2. ペア読みの練習（函2参照）

男子の 77% 、女子の91% が「とてもよかった」「よか

った」と回答している。主な理由は、「ペアで協力できる」

「分からない発音を教え合えるJ「2人で読むので、分か

らないところや間違えたところの確認ができる」「音読は

大事だと思うし、友達ど読むのは楽しし、」「ベアだからし

っかり発音しないといけないと思った」で、あった。

悪かった理由として、「読む練習になるが、自分が遅い

と相手の迷惑になりそうだから」があった。

3. ペアQuestion & Answer の練習（図3参照）

男子の68% 、女子の83% が「とてもよかったj 「よか

った」と回答している。主な理由は、「生徒同士で考える

ことができるj 「学び合える・協力し合えるJr分からな
いところを確認し合える」「相談しながら意欲的に進めら

れる」「自分以外の解答が勉強になるj「楽しかった」「迷

惑にならないようにしっかり取り組んだ」「違う解答の時、

相談し合うことで英語の理解などが深まる」「Qに対する

解答の幅を広げることができた」であった。マイナスの

コメントとしては、「1人でもできると思ったから」があ

った。

4 Further Information について（図4参照）

男子の80% 、女子の 88% が「とてもよかったJ「よか

った」と回答している。主な理由は、「授業に出てきたと

ころと関連して他のこともプリントでまとめてくれたの

がよかった」「役に立ったj 「入試に向けて動機づけにな

った」「向上心が湧く」「やる気が増す」「入試を意識する

と授業への取り組みも変わるから」「知識が深まるJr理
解が深まるj「英語を好きになれたJで、あった。マイナス

のコメントとしては、「難しし、」があった。

5.文法説明について（図5参照）

男子の80% 、女子の88% が「とてもよかった」「よか

ったJと回答している。主な理由は、「細かく丁寧な説明j

「分かりやすい説明」「「納得できる説明j「例文を自分で

作ったりして文法になじみができた」Jr復習したら模試
に活かせた」「入試に対応できると思うJ「実際の入試問

題はとても役に立つj「入試に対する意識の向上」であっ

た。マイナスのコメントとしては、「ちんぷんかんぶんな

時があるけれど、それは自分の勉強が足りなし、からだと

思います」があった。

6.英語Hの授業の総合的な判断（図6参照）

男子の93% 、女子の95% が「とてもよかった」「よか

った」と回答している。主な理由は、「説明が上手」「分

かりやすしリ「楽しい・おもしろしリ「楽しくて分かりや

すいj「ためになる授業だったj「意欲がわいた」「予宵で

分からない所も具体的な説明があったので分かりやすか

った」「読解・文法・読みなど色々やるから飽きないし、

勉強が嫌いでも楽ししリ「英語が苦手でなくなった」「英

語が好きになったJ「英語の授業が少し楽しくなったj「入

試に出やすい所や文法説明があって良かったj「英語に対

する意欲がわいたし、英語を楽しいと思えたからJであ

った。否定的な意見はなかった。

7. 1年次と比較した、英語への関心と勉強意欲向上につ

いて（図7参照）

男子の77% 、女子の 72% が「かなりなった」「なった」

（関心が高まった）と回答している。主な理由は、「予習

をすると授業の理解度がアップするのが分かつたから」

「1年生の時より英語が好きになり、もっと勉強したい

と思ったから」「英語の勉強が前より楽しくなったからJ

「英語により興味を持つようになった」などだが、中に

は、「英語を勉強することにわくわくするようになった」

という声もあった。ここまでは男女共通の理由であるが、
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高校2年生における自己効力感の形成について 英語学習の視点から

学年末アンケート集計結果

1.捜業はわかりやすかったですか
男子

鑓とてもわかりやすかった／わかりやすかった

1.授業はわかりやすかったですか
女子

爵とてもわかりやすかった／わかりやすかった

量普通

わかりにくかった／とてもわかりにくかった

5%  2% 

総普通

線わかり！こくかった／とてもわかり！こくかった

。%

2.ベア読みの練習
男子

綴とてもよかった／よかった緩普通機悪い／とても悪い

3% 

2.ペア読みの練習
女子

績とてもよかった／よかった・普通務惑い／とても態い

2% 

3.ペアQuestion & Answer の練習

男子
3.ペアQuestion & Answer の練習

女子

際とてもよかった／よかった 綴普通

3% 

悪い／とても惑い｜ 畿とてもよかった／よかった 灘普通

0% 

悪い／とても悪い

4. Further Infor 宜iation
（プリントの入試を意識した深い内容の部分）

男子

4 . Further Information 

（プリントの入試を意識した濡い内容の部分）
女子

舗とてもよかった／よかった 輔普通 鱗惑い／とても悪かった ｜ 磁とてもよかった／よかった 譲普通 欝惑い／とても悪かった
0% I 0% 

「 ひり 山



高校2年生における白日効力感の形成について一英語学習の視点、から

5. 文法説明

（文法の構造の分析、入試問題の実銭など）

男子

5. 文法説明

（文法の構造分析、入試問題の実践など）

女子

0% 

隠とてもよかった／よかった 鶴普通 機懇い／とても慈かった｜ 醗とてもよかった／よかった 輔普通 機悪い／とても悪かった

0% 

6.英語Hの授業は総合的に晃てどうでしたか
男子

覇とてもよかった／よかった 顕著還 難懇い／とても悪かった

。%

6.英語IIの授業は総合的に見てどうでしたか

女子

翻とてもよかった／よかった 輯普通 畿悪い／とても悪かった

5%0% 

7. 1年生の時に比べて、英語に興味を持ったり勉強す

るようになりましたか

男子

・かなりなった／なった 輯同じ 緩やや減った／減った

0% 

7. 1年生の時に比べて、英語に興味を持ったり勉強す
るようになりましたか

女子

滋かなりなった／なった 鐙同じ

4% 

やや減った／減った

8. 1年生の時と比べて、授業に集中しよう、理解しょ

うと、努力するようになりましたか

男子

織かなりなった／なった 磁閉じ 畿やや減った／減った
0% 

8. 1年生の時と比べて、捜業に集中しよう、理解しよ

うと、努力するようになりましたか

女子

緩かなりなった／なった 緩偶じ 畿やや減った／減った

。%
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男子に特徴的な理由として、「入試を意識し始めたから」

が大変多かった。

「同じJ（変化なし）の理由として、「英語は昔から好

きなので、同じぐらいの勉強量だ、った」「特に意欲がなく

なったわけではなしリ、また、「（関心・意欲が）減ったJ

理由としては、「昨年は毎回単語熟語のテストがあったの

でその分多く勉強していた」があった。

8. 1年次と比較した、授業への集中・理解への努力の向

上について（図8参照）

男子の86% 、女子の91% が「かなりなった」「なった」

（向上した）と回答している。主な理由は、「内容が難し

くなったj「受験を意識し始めたj「板書が分かりやすい」

「説明が分かりやすいj「予習の習慣がつき、予習で分か

らない所を授業で特に集中したJ「英語関係に進もうとい

う明確な目標ができた」「授業が楽しいので自然と集中で

きた」九、つ自分が当たるかという堅張感があった」「授

業が分かりやすくやる気になったjであった。中には、

「受験に向かってというのもあるが、単に英語をもっと

知りたくなったからJという理由もあった。

「同じ」（変化なし）の理由として、「1年生の時と同

じように授業中頑張ったj「1年生の時からモチベーショ

ンはだいたい同じだったjがあった。

9.授業中の教師の声かけや説明について、興味ややる気

を引き出したものの内容

「よく訳せている」「訳し方が上手」「ベア読みでほめ

てもらったJr上手い訳ができなかったり、間違えたとき、
励ましながら上手く間違いを指摘してくれたJ「分からな

いときに少しずつヒントをくれるJr入試や大学の話をし
てくれる」「発音・アクセントの説明を聞いてやる気にな

ったj 「テストや受験でこれ大事」「勉強の仕方や模試の

受け方を教えてもらったj「登場人物のエピソードや時代

背景、豆知識など、授業に関することでちょっとしたお

話j 「先生の元気な声を聞くとやる気になったj 「ほめら

れるとやる気になりましたj「質問が分からなくても少し

だ、けヒントをくれるのであきらめないで考えながら零え

ようとした」「献が分からなくても、前からちょっとずつ

でいし、からやってみようと言われたときJなど。

10. 英語の教師からの声かけで、英語の勉強に対してやる

気が出そうなものの内容

「訳や発音、読みなどをほめられる」「間違ってもいい

から、ちゃんと答えてみようj 「努力を認められたとき」

「受験の話」「どんなに苦手でも、少ししかできなくても

励士すような、ほめるような声をかけてもらえるとそれ

に応えたくなるJ「間違ったときに、『間違っている』だ

けでなく、どこが間違っているのか、文法説明や注意点

などを教えてもらうと『頑張ろう！』と思いますJ「君な

らできる」「大丈夫」「外国の話とか、英語の豆知識」「ヒ

ントをくれる」「『理解できていないのは、 00だから～
をやるとよし、』と言ってくれるときj「勉強をどんなこと

から始めればいいのか、簡単な目標Iなど。

11 . special comer 

「英語Eの授業は、内容の理解や、 CDを聞いたり、音

読したり、ベアワークがあったり、いろいろなことがで

きて楽しかったです。もっと英語に興味が持てるように

なりました」「1年の時より英語が好きになりました！来

年も頑張ります（州－＂＊）大 j「先生の作るプリントはとて

もためになりました。 Writing （今年度受けている文法の

授業）と併せて1年間英語をやったら、昨年より英語力

が上がっていることに驚きが隠せませんJ「1年間お世話

になりました。この1年で英語への興味を1年生の時よ

り持つ上うになりました」「1年間楽しく集中してできま

した」「『drink だ、けだ、ったら、飲んでいるのはお酒だよ』

みたいな、英語常識をもっと教えてほしいですj「私は英

語が5教科の中で1番苦手意識があり、点数もあまりよ

くありません。でも、最近自分なりに努力をしていて、

例えば、電車の中で英単語をやったり、頭が畏い子に英

語の勉強法を教えてもらうなどしていますJ「分かりやす

くて楽しい授業なので来年も教わりたいですIなど。

6 まとめと考繋

アンケート結果を見ると、男女ともほぼ授業内容の理

解はできていることが分かる。ある程度の柔軟性を保ち

ながらも、系統的な授業スタイルを1年間継続すること

で、生徒も安心感を持って毎日の授業に臨めるのではな

し、かと感じた。

文法、語法指導では、丁寧な説明を心がけ基本の定着

を図り、それを発展させて入試を意識させたこと、同時

にオリジナル例文を作るなどの工夫をしたことで、生徒

たちは文法を身近に感じることができたようである。

ベア読み、ペアQ&A に関する感想、は、男女差があり、

女子の方が男子よりもコミュニケーション活動により積

極的であることが分かる。 2. 3. に書かれている理由か

ら、ベアワークの有効性が確認できたと考える。 Allan

David (2000 ）は、日本の大学生に対して、「言語習得を

容易にするには、学習者のストレスを下げ動機づけを上

げることが大切であること。そのためには、まず生徒が

個人で書いたり調べた後、グループ活動やペア活動で安

心感を与えることが重要であるj と述べている。これは

高校生にもあてはまるであろう。プリントを各自が宿題

でやってきた後に、ベアで確認させていたが、期せずし

てAllan の考察を高校生でも実証で、きた。そして、ベアで

確認し台うことで、自分自身への自信の形成と共に相手

への気配りもできてきたようである。これらの活動を「経

験Jする中で、今後の行動に対して「心配性」傾向にあ

る2年生の自己効力感は向上してきたと実感している。

総合的な授業評価は概ね好評であり、「授業を通しての

理解は、内容の伝達だけでなく『分かる』としづ経験に

なることJ（浅海2013 ）が達成できたのではなし、かと考え

る。 6. の理由にある「意欲がわいたj 「英語が苦手でな

くなったj 「英語が好きになっ？と」や7. の「1年生の時

より英語が好きになり、もっと勉強したいと思ったからj

f英語の勉強が前より楽しくなったから」、 8. の「授業

が楽しいので自然と集中できた」「授業が分かりやすくや

る気になった」や10. 11. に多数みられる前向きなコメン
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トなどから、「自己評価が言語学習動機に肯定的に影響を

与えるJ（山中 2001 ）ことが確認できる。

本研究は、現実の生活で「勉強ストレス」があると友

人に積極的に自己主張や相談をして問題の解決に向かう

が、「心配性J傾向にあり、理想では自ら行う積極的な問

題解決を望みつつ、「経験Jを有効な手段と考えていない

傾向を持つ2年生の特徴が基本になっている。英語Hの

授業では、特にベアワークの経験を通じて、友人に積極

的に自己主張や相談をして問題の解決に向かうという 2

年生の特徴を生かしつつ、生徒の自己効力感を高める上

で1つのきっかけ作りができたと考える。また、ペア読

みについて生徒が悪かったと感じた点に関しては、今後

ペアワークをする際に「相手を気づかう気持ちは分かる

が、練習なのでお互い気にしないようにしようJと怯え

る必要がある、と実感した。

10.  11. から、教員からの積極的な声かけや励まし、生

徒の努力を認める具体的な一言、具体的で明確な指示の

仕方によって、生徒たちのやる気の向上、快ストレスと

しての勉強ストレスの認識を定着させることがほぼでき

たと考える。教師の具体的な芦かけの一言を、生徒がこ

んなにも明確に記憶しているものかと驚くと共に、教師

の発する言葉の一言の重みを痛感させられたことも事実

である。

来年度に向けての課題として、最終学年となる彼らに

対して、教師からのこれらのアプローチにさらに工夫を

加え、生徒に更なるやる気と自信をつけさせ、彼らの自

己効力感の深みと広がりを育んでいきたい。

堀野・市川（1997 ）は、「何のために学習しているのか

という目的感を抜きにして方略を教えても、それは学習

者に教授されない可能性があるん「『よい評価を得たい』

とし、う遂行目標を持つ子どもよりも、『新しいことを学び、

能力を高めたい』という学習目標を持つ子どもの方が、

より高度な学習方略を用いたり、深い記憶処理をするJ、

「学習行動は、相互に移行しあう複数の動機づけによっ

て多重に支えられている」と述べている。

現在3年生になった彼らにとって、最大の目標は進路

実現である。しかし生徒たちには、 2年生での授業の経

験を踏まえて、英語の勉強は受験のためだけではなく、

自分の知らない世界と繋がるための橋渡しとなることを

意識しながら、進路実現に向けて取り組んでほしいと願

い、現在彼らの授業を進めている。

7 本研究の限界と今後の課題

本研究は、授業に関するアンケートを基に分析してお

り、直接白己効方感を扱った質問紙調査による分析とは

アプローチが異なっている。今後の課題としては、アン

ケートを年度当初と学年末の両方で行い比較することで、

授業方法の工夫が生徒の自己効力感の向上に与える影響

が、より明らかになると考えられる。
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